
け
ば
す
ぐ
来
て
直
し
た
り
、
造
っ
た
り
、
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
く
れ
た
。
鋳

造
技
術
は
理
論
外
の
コ
ツ
が
あ
る
か
ら
仕
事
の
中
か
ら
覚
え
た
。
坂
口
さ
ん
は

い
つ
も
鋳
造
場
に
い
て
黙
々
と
自
分
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
人
と
喋
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
展
覧
会
に
出
品
し
た
り
、
美
術
団
体
に
入
っ
た

り
一
切
し
な
か
っ
た
。
学
生
た
ち
は
尊
敬
し
て
い
た
。
愛
称
は
ド
ン
ち
ゃ
ん
、

温
情
の
深
い
先
生
だ
っ
た
。

上
野
の
山
は
、
日
が
暮
れ
る
と
長
い
棒
を
肩
に
し
た
人
が
来
て
一
っ
―
つ
ガ

ス
灯
を
と
も
し
て
い
く
。
森
が
ガ
ス
灯
で
青
白
く
に
ぶ
い
光
に
変
る
と
、
美
校

生
た
ち
は
山
か
ら
下
り
て
街
へ
繰
り
出
し
た
。
屋
根
の
上
に
大
き
な
瓢
を
の
せ

た
堂
々
た
る
店
構
え
の
割
烹
店
「
東
仙
閣
」
で
、
私
た
ち
の
新
入
生
歓
迎
会
を

し
て
く
れ
た
。
そ
の
顔
ぶ
れ
は
、
津
田
信
夫
、
沼
田
一
雅
、
坂
口
腔
、
杉
田
禾

堂
、
高
村
豊
周
の
諸
先
生
と
、
学
生
は
十
三
人
の
上
級
生
に
三
人
の
新
入
生
だ

っ
た
。
そ
れ
は
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
豪
勢
な
会
で
料
理
に
お
銚
子
が
並
ぴ
、

芸
者
が
大
勢
き
た
。
こ
う
い
う
席
は
生
れ
て
初
め
て
出
く
わ
し
た
の
で
、
身
の

お
き
ど
こ
ろ
が
な
く
、
戸
惑
う
ば
か
り
、
上
級
生
の
唄
や
踊
り
に
入
れ
ず
に
芸

者
の
酌
は
受
け
ら
れ
ず
、
緊
張
し
っ
ば
な
し
だ
っ
た
。
先
生
は
悠
然
と
芸
者
相

で
よ
く
行
っ
た
。
そ
の
頃
は
気
風
の
い
い
美
形
の
女
給
さ
ん
が
大
勢
い
て
、
美

校
生
を
大
事
に

し
て
く
れ
た
。

美
校
生
の
唄
と
踊
り
は
天
下
御
免
だ
っ
た
が
、
銀
座
の
資
生
堂
角
の
交
番
で

は
大
目
玉
を
い
た
だ
い
た
。
銀
座
方
面
に
な
る
と
通
用
し
な
か
っ
た
。
彫
刻
の

石
井
鶴
―
―
一
の
学
生
時
代
〔
明
治
三
十
八
年
S
四
十
三
年
〕
に
相
撲
が
非
常
に
強

く
て
、
美
校
が
学
生
相
撲
の
雄
と
な
っ
た
。
学
生
相
撲
大
会
の
会
場
は
両
国
の

国
技
館
で
、
応
援
団
の
奇
想
天
外
の
有
名
な
応
援
が
さ
れ
た
。
各
自
勝
手
に
仮

手
に
よ
ろ
し
く
や
っ
て
い
た
。
カ
フ
ェ
ー
「
新
世
界
」
は
大
き
な
西
洋
風
の
店

装
に
扮
し
た
集
団
が
、
突
如
奇
声
を
発
し
網
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
注
目
を
集
め
、

得
意
の
唄
と
踊
り
が
始
ま
る
。
そ
し
て
そ
の
あ
と
に
必
ず

「
負
け
て
や
ー
れ
、

負
け
て
や
ー
れ
、
負
け
て
や
ー
れ
」
の
合
唱
が
何
回
も
続
い
た
。

⑧

『

美
術
研
究
』

昭
和
四
年
二
月
、
校
友
会
文
芸
部
よ
り
『
美
術
研
究
』
が
創
刊
さ
れ
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
八
巻
第
二
号
の
「
文
芸
部
記
事
」
に

は
「
『
美
術
研
究
』
編
集
部
よ
り
」
と
題
し
て
岡
田
秀
雄
が
そ
の
紹
介
記
事
を

寄
せ
て
お
り
、
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

り
出
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

演
劇
部
、
圏
書
部
、
近
代
藝
術
研
究
部
の
三
部
の
提
唱
の
下
に
霊
策
さ

れ
、
そ
の
創
刊
琥
を
前
學
期
末
に
至
っ
て
漸
く
出
す
事
の
出
来
た
『
美
術
研

究
』
は
、
其
後
、
文
藝
部
内
の
映
聾
部
及
び
ニ
ス
ペ
ラ
ン
ト
部
の
加
入
に
依

つ
て
、
故
に
第
四
琥
は
五
郡
共
同
の
研
究
焚
表
機
関
と
し
て
諸
君
の
前
に
送

五
郡
の
機
闘
紙
と
は
言
へ
、
同
人
雑
誌
と

を
代
表
し
、
或
は
小
敷
の
生
徒
の
言
論
の
機
闘
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は

な
く
、
宜
に
新
し
い
美
校
の
精
神
と
元
氣
澄
剌
た
る
全
校
生
徒
の
抱
負
を
反

映
し
つ
4
あ
る
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

こ
の
雑
誌
に
は
、
新
時
代
の
美
術
に
到
す
る
吾
々
の
悦
び
、
不
安
、
疑
惑
、

襖
悩
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
そ
の
中
に
包
括
せ
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
雑
誌
は
文
芸
部
の
生
徒
が
自
主
的
に
発
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

当
時
一
般
の
学
生
の
間
で
盛
ん
で
あ
っ
た
左
翼
思
想
と
関
連
が
あ
っ
た
点
で
、

類
を
異
に
す
る
こ
の
『
美
術
研
究
』
は
、
決
し
て
、

一
部
の
愛
好
家
の
慈
志
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カ
ル
チ
ェ

・
ラ
タ
ン

C
i
n
e
m
a
 C
i
n
e
 Siecle 

扉

・
ピ
カ
ソ
像

ロ
絵

・
デ
ッ
サ
ン

造
型
美
術
と
社
会

美
術
に
対
す
る
一
つ
の
展
望

灰
儘
市
俄
古
雑
談

ジ
ャ
ン

・
コ
ク

ト
ウ
筆

ヶ
エ
テ

・
コ
ル
ウ
イ
ッ
ツ
筆

小
野
佐
世
男

寄

せ

書

き

春
陽
会
展
を
見
て

工
芸
に
対
す
る
一
考
察

木
下
幹
一

木
村
郁
太
郎

山

崎

坤

象

D
e
s
 N
o
u
v
e
l
l
e
s
 E
t
r
a
n
g
e
r
e
s
 赤

塚

時

雄

楢

原

健

角

浩

森

新

一

春

日

清

彦

ロ
絵

肖
像
穀
物
庫
（
貯
蔵
室
と
分
配
橋
を
望
む
）
在
シ
カ
ゴ

ー
ン
撮
影

メ
ン
デ
ル
ゾ

A
.
 D
E
R
A
I
N
 

同
第
四
号
同
年
六
月

同
第
二
号

同
年
四
月

Q
u
a
r
t
i
e
r
 L
a
t
i
n
 

芝
居
を
観
た
後

佐チ島
藤ェ

敬ホ公
訳フ靖

シ
ュ

ー
ル

・
レ
ア
リ
ズ
ム
を
か
く
考
へ
る

中

村

茂

雄

築
地
に
つ
い
て

オ
ッ
ト
ウ

・
デ
ィ
ッ
ク
ス

佐

藤

敬

特
策
す
べ
き
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
雑
誌
は
合
計
九
冊
発
行
さ
れ
た
の
ち
発
行

停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
原
本
は
青
木
茂
氏
お
よ
び
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
所

蔵
本
と
に
よ
っ
て
全
号
を
通
覧
で
き
る
。
故
須
山
計
一
氏
の
話
で
は
、
こ
の
雑

誌
は
小
松
益
喜
、
佐
藤
敬
、
木
下
幹
一
の
一
二
人
が
編
集
し
、
後
か
ら
岡
田
秀
雄

も
加
わ
り
、
財
政
面
は
木
下
が
負
担
し
た
と
い
う
が
、
編
輯
印
刷
兼
発
行
人
は

創
刊
号
か
ら
第
一
巻
第
五
号
ま
で
が
木
村
郁
太
郎
、
同
第
六
号
か
ら
第
二
巻
第

一
、
二
号
合
併
号
ま
で
が
岡
田
秀
雄
、
第
二
巻
第
三
号
（
最
終
号
）
が
町
田
成

郎
と
な

っ
て
い
る
。
内
容
目
次
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
巻
第
一
号
昭
和
四
年
二
月

発
刊
の
辞

美
意
識
の
変
化
に
つ
い
て

1
9
3
0
-llt-
展
を
見
て

洋
風
回
顧
展
雑
記

中
村
小
松

秀
雄
茂
雄
益
喜

ゲ
オ
ル
グ

・
グ
ロ
ッ
ス

木

下

幹

ジ
ョ
ル
ヂ
ュ

・
ル
オ
ー
ル

岡
田

パ
ブ
ロ

・
ビ
カ
ソ

モ
ン
ル
ー
ヂ
ュ
の
大
通

所

刑

者

ヂ

ェ

オ

ル

ヂ

ュ

・
ル
オ
ー
ル

人

間

は

善

良

だ

ゲ

オ

ル

グ

・
グ
ロ
ッ
ス

淫

売

婦

オ

ッ

ト
・
デ
ィ
ッ
ク
ス

象

徴

ラ

・
セ
ル
ナ

ビ
カ
ソ
に
就
い
て

M
A
U
R
I
C
E
 U
T
R
I
L
L
O
 

楢
原
中
村
淵
上

満
夫
健
三
秀
夫

モ
ー
リ
ス

・
ユ
ト
リ
ロ

第2窪

ロ

絵

女

同
第
三
号

・
現
代
作
家
批
判
特
輯
号

無
断
借
用

•
T
H
E
A
T
R
E

D
o
n
n
e
r
 d
e
s
 
N
o
u
v
e
l
l
e
s
 

海
外
消
息

同
年
五
月
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G
e
n
s
 d
e
 t
h
e
a
tr
e
 

（
画
）
ラ
イ
ソ
ハ
ル
ト
（
演
）
ル
ッ
ト
マ
ン
（
映
）
ル
オ

ー
ル
（
画
）

オ

ペ

ラ

L
o
v
e
f
o
r
 
t
h
e
 t
h
r
e
e
 O
r
a
n
g
e
s
の
舞
台
（
写
真
）

解
体
の
芸
術
、
分

散

の

芸

術

岡

田

秀

雄

日

本

画

の

歴

史

的

梗

概

淵

上

満

男

中

村

茂

雄

2

3

4

 

ー

山

村

吉

衛

8

9
 

5

6

7
 

美
術
研
究
時
評

、

、

l
価
値
の
問
題

2
展
覧
会

3
第
一
美
術
協
会
展
4
国
際
美
術
協

会
展

5

「
東
京
行
進
曲
」

6

「
世
界
大
戦
」

7

「
劇
場
街
」

8

「
森
茂
左
衛
門
」

9

「
ペ
ェ
ア
の
旅
」

Q
u
a
rti
e
r
 L
a
t
i
n
 

ロ

絵

ボ

プ

ラ

F
L
A
S
H
 B
A
C
K
 

S
E
G
O
N
N
A
C
 

同
第
五
号
同
年
七
月

D
e
s
 N
o
u
v
e
ll
e
s
 E
t
r
a
n
g
e
r
e
s
 

西
村

＂ 
二
且

生
け
る
人
形

映

画

道

冒

漬

者

オ

ー
ル

・
ト

ー

キ

ー

偉

大

な

る

か

な

映

画

町
田

秀
雄

木
村
郁
太
郎

山

崎

坤

象
成
朗

岡
田

映

画

に

現

れ

た

E
.
V
.
 
S
T
R
O
H
I
M
と

G
.W
.P
A
P
S
T
 

G
e
n
s
 d
e
 P
a
ll
e
te
 

Q
u
a
rti
e
r
 L
a
t
i
n
 

ト

ラ

ス

ト

D
.
E
.

美
術
研
究
時
評

1
春
陽
会

2
演

劇

の

映

画

化

る
人
形
」
と
「
大
都
会
」

5
現

代

的

な

芝

居

6
最
近
の
傾
向

8
役
者

9
大

衆

的

10
中
央
美
術
の
休
刊

3
ト

ー

キ

ー

に

就

い

て

7
 

4

「
生
け

新
世
紀
を
歩
む
人
々

ア
ー
キ
ペ
ソ
コ
（
彫
）
ア
ベ
ル

・
ガ
ソ
ス
（
映
）
ア
ル
ヒ
ー
ボ
フ
（
画
）
ア
コ
プ

・

ギ
ル
ド
ヂ
ャ
ソ
（
彫
）
ヴ
ェ
ル
ト
フ
（
映
）
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ッ
ズ
（
映
）
ヴ
ラ
マ

ソ
ク
（
画
）
ウ
ェ
ル
マ
ソ
（
映
）
ニ
イ
ゼ
ソ
ジ
ュ
タ
イ
ソ
（
映
）
エ
ル
ン
ス
ト

・
デ

・
フ
ィ
オ
リ
（
彫
）
エ
ル
ウ
ィ
ソ

・
。ヒ
ス
カ
ー
ト
ル
（
演
）
オ
ッ
ト
ー

・
デ
ィ
ッ
ク

ス
（
画
）
カ
ソ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
（
画
）
カ
ー
ル

・
フ
ロ
イ
ソ
ト
（
映
）
カ
ー
ル
ド
レ

イ
エ
ル
（
映
）
カ
ー
ル

・
ホ
フ
マ
ソ
（
映
）
キ
ス
リ
ソ
グ
（
画
）
キ
リ
コ
（
画
）
キ

リ
ャ
コ

・
ギ
ー
カ
（
画
）
グ
ロ
ッ
ス
（
画
）
グ
ロ
ビ
ウ
ス
（
建
）
グ
ヅ
ネ
ツ
ォ
フ

（
画
）
ゲ
オ
ル
グ

・
カ
ル
ス
（
画
）
コ
ル
ビ
ジ
ュ
エ
（
建
）
コ
ン
チ
ャ
ロ
フ
ス
キ
ー

（
画
）
コ
ル
ウ
ィ
ッ
ツ
（
画
）
ザ
ッ
キ
ン
（
画
）
シ
ャ
ガ
ー
ル
（
画
）
ジ
ョ
ア
ン

・

ミ
ロ
オ
（
画
）
シ
レ
ビ
ヤ
ー
ノ
フ
（
演
）
シ
ェ
ス
タ
ー
コ
フ
（
演
）
ジ
ャ
ン

・
エ
プ

ス
タ
ソ
（
映
）
シ
ュ
ー
テ
レ
ソ
ベ
ル
グ
（
画
）
ジ
ョ
ン

・
メ
ー
シ
ス
（
映
）
・
シ
ュ
ー

ル
ス

・
フ
ァ
ス
マ
ン
（
映
）
ジ
ャ
ソ

・
コ
ク
ト
オ
（
演

・
画
）
シ
ュ
リ
ソ
プ
（
画
）

ス
ゴ
ン
ザ
ッ
ク
（
画
）
ス
ー
テ
ィ
ソ
ヌ
（
画
）
ス
タ
ソ
バ
ー
グ
（
映
）
タ
イ
ロ
フ

（
演
）
タ
ト
リ
ソ
（
建
）
チ
ャ
ア
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
（
映
）
テ
レ
ッ
ュ
コ
ウ
ィ

ッ
チ
（
画
）
テ
ア

・
フ
ォ
ソ

・
ハ
ル
ボ
ー
（
映
）
デ
ュ
ボ
ソ
（
映
）
ト
ラ
ゴ
ッ
ト

・

シ
ュ
｀
‘
、
ラ
ー
（
演
）
ド
ラ
ソ
（
画
）
ハ
ソ
ス

・
ベ
ル
ツ
ィ
ヒ
（
建
）
パ
ス
キ
ソ
（
画
）

バ
ウ
ル

・
レ
ニ
（
映
）

。
ハ
プ
ス

ト
（
映
）
ハ
ソ
ス

・
シ
ネ
ー
ベ
ル
ゲ
ル
（
映
）

。ハ
ウ

ル

・
フ
エ
ヨ
ス
（
映
）

。ハ
プ
ロ
オ

・
ビ
カ
ソ
（
画
）
。
ヒ
カ
ビ
ヤ
（
画
）
プ
ド
ウ
キ
ソ

（
映
）
プ
ル

ー
ノ
ウ

・
ク
ラ
オ
ス
コ
ッ
プ
フ
（
画
）
フ
ァ
ラ
チ
イ
（
映
）
フ
ァ
ン
ク

（
映
）
フ
レ
ス
ネ
ニ
（
画
）
フ
リ
ッ
ツ

・
ラ
ン
グ
（
映
）
フ
ラ
ン
シ
ス

・
メ
リ
ア
ソ

（
映
）
ペ
ト
ロ
フ

・
ワ
ォ
ド
ー
キ
ソ
（
画
）
ペ
ス

・
メ
レ
デ
ス
（
映
）
ボ
ア
リ
エ

（
画
）
ボ
ザ
ー
ジ
（
映
）
マ
シ
コ
フ
（
画
）
マ
チ
ス
（
画
）
ム
ル
ナ
ウ
（
映
）
メ
イ

〔
マ
マ

〕

ニ
ル
ホ
リ
ド
（
演
）
メ
リ
ヤ
ン

・
ク
ー
バ
ー
（
映
）
ュ
ト
リ
ヨ
（
画
）
ラ

・
セ
ル
ナ

特
別
附
録
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プ
ロ
展
に
つ
い
て

今
日
の
漫
画
を
語
る

マ
チ
ス
の
一
群
に
就
て

ロ
絵
「
争
議
団
の
工
場

x
x
」
に
就
て

新
し
き
芸
術
へ
新
工
芸
の
提
唱

映
画

・
検
閲
雑
考

関 須西森
山村

新
一
研
二
計
一三郎

争
議
団
の
工
場

x
x

芸
術
に
関
す
る
基
礎
的
問
題

巻
頭
言

シ
ュ
ー
ル

・
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判

「
超
現
実
主
義
」
の
断
章
的
批
判

シ
ュ
ー
ル

・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
絶
対
に
良
く
な
い

婦
人
像

ウ
ニ
フ
ェ
ル
ズ
ー
ム
の
内
部

佐

藤

敬

木

下

幹

一

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン

佐

藤

敬

岡

本

唐

貴

如
意
輪
観
音

刷
込
写
真

ロ
ダ
ン
夫
人
の
顔

石

井

鶴

ロ
ダ
ソ

ロ
絵

F
R
A
U
 M
I
T
 S
C
H
L
E
I
E
R
 

ク
ラ
ス
ナ
ヤ

・
ニ
ー
バ
の
表
紙

デ
イ
ネ
カ

同
第
七
号

カ
ル
チ
ェ
ル

・
ラ
タ
ン

特
別
読
物
演
劇
製
作
法

島

公

靖

浪
劇
講
座
演
劇
製
作
法

第

二

巻

第

一

二

号

同

年

二

月

ロ
絵

下

島

公

靖

岡

田

秀

雄

帝
展
批
判

帝
展
洋
画
部
に
つ
い
て

帝
展
四
部
工
芸
に
就
い
て

仏
蘭
西
展
を
見
て

藤
田
嗣
治
氏
を
観
る

吾
々
は
ど
ん
な
漫
画
を
選
ぶ
か

発
声
映
画
に
於
け
る
内
容
の
問
題

C
I
N
E
M
A
 

ス
ク
リ
ー
ン
に
現
れ
た
カ
メ
ラ
の
位
置
の
移
動

昭
和
五
年
一
月

ア
ン
リ

・
マ
チ
ス

町
田
佐
藤
春
日

成清
朗彦敬

N 

生

同
第
六
号

ロ
絵

同
年
十
一
月

農

夫

ヶ

エ

テ

・
コ
ル
ヰ
ッ
チ

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
煙
草
工
場

木

下

幹

一

中

島

正

雄

町

田

成

朗

プ
ロ
展
を
見
て
こ
ん
な
事
を
思
ふ

プ
ロ
展
に
関
す
る
文
献

プ

ロ

展

を

中

心

に

赤

塚

時

雄

A
、
B
、
C

木

下

幹

一

美
術
研
究
事
評

D

楢

原

健

三

A

築
地
の
「
西
部
戦
線
異
状
な
し
」

B
「
建
設
の
都
市
へ
」

C

最

近
の
日
本
映
画

D

一
九
三

0
年
協
会
の
講
演
会
を
見
て

B
O
O
K
 R
E
V
I
E
W
 

〔
マ
マ

〕

「
西
部
戦
線
異
常
な
し
」

ル
マ
ル
ク
著

秦

豊

吉

訳

秋
田
雨
雀
著
「
若
き
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
ロ
シ
ャ
」

中
野
重
治
著
「
芸
術
に
関
す
る
走
り
書
的
覚
え
書
」

蔵
原
惟
人
著
「
芸
術
と
無
産
階
級
」

プ
ロ
美
術

ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト

・
ロ
シ
ア
の
映
画
界

小
林
岡
田
長
崎

卓
二
秀
雄
哲
夫

中
村

楢
原

秀
夫

健
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挿
画

同
第
一
一
一
号

ロ
絵

昭
和
五
年
四
月

ボ
ー
ル

・
ピ
カ
ソ

新

し

い

学

校

ジ

ー
ゴ
ー
・

リ
ベ
ラ

飢
え
（
デ
ッ
サ
ン
）

オ
ッ
ト

ー
・

デ
ィ
ク
ス

ハ
ブ
ロ

・
ピ
カ
ソ

u
.
s
.
s
.
Rか
ら
の
書
翰
断
片

美
術
と
機
械

機
械
と
絵
画
と
の
関
係
に
対
す
る
展
望

機
械
主
義
と
機
械
の
階
級
性

永
田
岡
本

唐
貴
一
脩

s
.
T
 

。フ
ド
ー
フ
キ
ン
著

佐

々

木

能

理

訳

s生

ニ
ン
リ
ッ
ヒ

・
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン

保

浦

静

s
.T 

村

尾

貞

ロ
シ
ア
の
漫
画
家
デ
イ
ネ
カ
に
就
い
て

赤

塚

時

雄

作
家
及
び
作
品
の
紹
介

柳
瀬
正
夢
編
「
ゲ
オ
ル
グ

・
グ
ロ
ス
画
集
」

板
垣
鷹
穂
著
「
機
械
と
芸
術
と
の
交
流
」

「
様
式
と
時
代
」

キ
ン
ズ
ブ
ル
グ
著

黒

田

辰

男

訳

西
脇
順
三
郎
著
「
超
現
実
主
義
詩
論
」

伯
林
の
子
フ
ー
ゴ
ー
、

ク
ラ
イ
ン
の
美
術

TM  
..小
〇ゴ林
l 
抄チ良
訳ェ造稔

万
田

作
品

・
作
家

・
生
活

「
美
術
研
究
」
過
去
一
年
間
の
諸
論
文
の
批
判

美
術
批
評
の
階
級
性

今
日
の
芸
術
と
明
日
の
芸
術

芸
術
断
想

H

何
を
描
く
か
？

浮
世
絵
に
対
す
る
新
解
釈

時
代
と
彫
刻

B
O
O
K
 R
E
V
I
E
W
 

健幹研
三一三 敬

木
下
岡
田
中村関
村田

三
郎
良
策
茂
雄
秀
雄
幹
一

デ
ッ
サ
ン

巻
頭
言

階
級
社
会
の
芸
術

H

卒
業
展
批
判

卒
業
展
を
中
心
に

卒
業
展
の
工
芸

岡
田
君
の
美
術
批
評
の
階
級
性
を
読
ん
で

ト
ー
キ
ー
と
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

映
画超
現
実
派
の
映
画
1

主
と
し
て
マ
ン

・
レ
イ
の
「
ヒ
ト
デ
」

に

就

い

て

佐

藤

上
村
木
下
楢
原

美
術
研
究
時
評

「
太
陽
の
無
い
街
」
の
感
想

棟
樹
社
の
堀
田
橋
本
両
氏
の
絵
を
見
て

ス
タ
ン
ラ
ン

B
O
O
K
 R
E
V
I
E
W
 

柳
瀬
正
夢
画
集

。フ
ロ
レ
タ
リ
ア
音
楽
と
詩

映
画
監
督
と
映
画
脚
本
論

楢森
原
寺
田
精
太
郎
新
一
健
三

高
木
勝
四
郎
秀
雄

岡
田

「
何
が
彼
女
を
さ
う
さ
せ
た
か
」
を
観
る

大
衆
座
の
誕
生

論
説

K 

木

版

カ

ー

ル

・
メ
ッ
フ
ェ
ル
ト

H 

ケ
エ
テ

・
コ
ル
ウ
ィ
ツ

岡

田

秀

雄
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徒
、
就
中
、
昭
和
五
年
卒
業
生
が
多
か
っ
た
。

モ
デ
ル
を
し
て
居
る
女
よ
り

K
子

執
筆
者
の
顔
触
れ
は
、
岡
田
秀
雄
、
中
村
茂
雄
、
小
松
益
喜
、
木
村
郁
太

郎
、
山
崎
坤
象
、
小
野
佐
世
男
、
須
山
計
一
が
執
れ
も
西
洋
画
科
昭
和
五
年
卒

業
。
佐
藤
敬
、
淵
上
満
夫
、
中
村
秀
夫
が
同
科
同
六
年
卒
業
。
木
下
幹
一
が
同

科
同
七
年
卒
業
。
楢
原
健
三
、
春
日
清
彦
、
町
田
成
朗
、
寺
田
精
太
郎
が
同
科

同
八
年
卒
業
。
万
田
稔
が
同
科
同
九
年
修
了
。
中
島
正
雄
が
金
工
科
同
五
年
卒

業
。
高
木
勝
四
郎
が
鋳
造
科
同
年
卒
業
、
赤
塚
時
雄
が
図
画
師
範
科
同
年
修

了
。
森
新
一
、
西
村
二
郎
、
山
村
吉
衛
、
関
三
郎
、
長
崎
卓
二
、
村
尾
貞
、
保

浦
静
二
、
上
村
研
三
、
小
林
良
造
は
卒
業
生
名
簿
に
名
が
見
え
ず
、
中

退

者

か
、
あ
る
い
は
筆
名
と
考
え
ら
れ
る
。
岡
本
唐
貴
は
大
正
十
二
年
彫
刻
選
科
中

退
、
永
田
一
脩
は
西
洋
画
科
昭
和
一
一
年
卒
業
生
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動

の
指
母
者
格
。
村
田
良
策
は
本
校
講
師
で
昭
和
四
、

学
、
色
彩
学
授
業
担
当
。
こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
執
筆
者
は
西
洋
画
科
生

『
美
術
研
究
』
を
読
む
と
、
本
誌
が
次
第
に
左
翼
的
傾
向
を
強
め
て
い
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
既
出
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
史
』
に
は
本
誌
が
学
校
当

局
に
よ
っ
て
発
行
停
止
処
分
を
受
け
た
の
で
、
こ
れ
を
校
外
に
持
ち
出
し
、
各

学
校
、
研
究
所
有
志
の
統
一
機
関
誌
と
し
て
『
青
年
美
術
』
が
昭
和
五
年
十
月

に
創
刊
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
『
美
術
研
究
』
や
近
代
芸
術

研
究
部
と
太
平
洋
画
学
校
の
太
平
洋
近
代
芸
術
研
究
会
、

『
線
』
の
発
行
と
の

関
連
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
(
3
8
6
頁
参
照
）
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
同
誌
の
発
行
停
止
は
左
の
記
事
に
記
さ
れ
て
い
る
事
件
と
関
係
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ヂ
ー
ゴ

・
リ
ベ
ラ
に
つ
い
て

五
年
当
時
は
英
語
、
美

（
昭
和
四
年
九
月
十
八
日

『読
売
新
聞
』）

綿
密
な
内
偵
を
行
っ
て
慎
重
監
視
に
努
め
て
ゐ
る

藝
術
に
よ
る
端
的
な
運
動
に
営
局
の
眼
特
に
光
る

警
視
罷
官
房
特
高
課
で
は
過
般
束
秘
か
に
活
動
を
開
始
し
、
上
野
美
術
學
校

〔部〕

西
洋
聾
科
中
村
某
同
塑
造
科
森
某
外
敷
名
の
生
徒
を
引
致
取
調
べ
て
ゐ
た
が

十
七
日
一
件
書
類
丈
送
局
し
て
身
柄
は
繹
放
し
同
時
に
一
切
を
學
校
嘗
局
に

通
告
し
て
自
治
的
慮
罰
を
促
し
た
、
右
は
同
校
の
左
傾
學
生
が
ナ
ッ
プ
（
全

國
無
産
藝
術
聯
盟
）
の
美
校
出
身
者
と
連
絡
を
執
り
『
新
藝
術
研
究
會
』
及

び
『
近
代
藝
術
研
究
會
』
な
る
二
つ
の
園
證
を
組
織
し
て
校
内
の
赤
化
を
企

て
4

ゐ
る
事
が
登
覺
し
検
畢
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

同
校
の
左
傾
學
生
は
豫
て
『
五
月
會
』
な
る
秘
密
結
祉
を
作
っ
て
ナ
ッ
プ
や

學
聯
一
味
と
氣
脈
を
通
じ
て
箱
鸞
に
依
る
赤
化
宜
偉
に
努
め
て
ゐ
た
が
昨
夏

解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
を
再
組
織
を
企
て
た
も
の
で
あ
る
が
最
近
左
翼
學
生

の
一
派
は
嘗
局
の
眼
が
可
成
隅
々
に
ま
で
と
ゞ
い
て
充
分
な
運
動
が
出
来
な

い
慮
か
ら
最
も
端
的
に
し
て
効
果
の
あ
る
藝
術
に
依
る
尖
鋭
的
な
赤
化
運
動

を
開
始
し
相
営
の
質
績
を
畢
げ
て
ゐ
る
の
で
営
局
で
も
細
心
の
注
意
を
彿
ひ

⑨

白
浜
徴
追
悼
講
演
会

本
件
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
八
巻
第
二
号
に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

0
白
濱
教
授
追
悼
諧
演
會
錦
巷
會
主
催
の
も
と
に
、

五
日
午
後
二
時
よ
り
本
校
講
堂
に
於
て
開
催
せ
り
。

〔
昭
和
四
年
〕
五
月

東
京
美
術
學
校
に
『
赤
い
』
結
社
稜
登
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